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「生きる力」という理念の共有の下ヲ基礎的司基本的な知識・技能の習得とともに，

新しい学習指導要領での目標のーっとしてあげられている。

本学校園での幼小中一貫教育における研究テーマもヲこの思考力・判断力・表現力等の育成を取り上

げη そのためにヲ児童。生徒の「学び、合＼，＇」をどのようにしていくカ〉を研究してきた。そして「学び

v,Jを深めるために，児童・生徒同士のどのようなかかわり合いやq 教師の意図的なはたらきかけ

切なのかが，今回の研究会のメインテーマである。

技術⑥家庭科では伺実践的＠体験的な学習活動を通して生活に必要な基礎的＠基本的な

を身につけさせることによってヮ実際の生活の場で学習したことが生きてはたらく力となることをね（，

いとしている。特に司将来にわたって変化し続ける社会に主体的に対応していくためには？生活を営む

上で生じる課題に対して，自分なりの判断をして課題を解決することができる能力ヲすなわち

能力が必要とされている。

この問題解決能力とは，課題を解決するに至るまでに段階的にかかわる能力をすべて含んだものであ

り，課題に対して様々な角度から考える思考力ヲその思考力会総合して解決を図る判断力向判断し

果を的確に創造的に示すことのできる表現力等があげられる。つまり 9 問題解決能力のなかにラこれら

の思考力＠判断力¢表現力等は含まれておりヲ問題解決的）"J学習を工夫することでラこれらの力を育成

することができると考えてよい。

技術 e 家庭科では，学び合いの中での思考力。判断力＠表現力の育成のポイントとして，次の 3つを

あげて実践研究してきた。

①確かな知識と技術を身につけるために，題材を段階的に

②思考力。判断力＠表現力を用いて生活課題を解決する場を設定する。

③互いに学び合う場を設定する。

に，実践的＠体験的な学習を還して学んでいく技術。家庭科では3 計画？実践9 評価9

SAサイクノレ）などの一連の学習過程を組み立てラ題材を中心にして指導にあたるところ

生徒同士がお互いに学び合う場面をその中でうまく設定し，生徒同士の創意工夫や9 考えなど

合いヲ学び合いながら深めていけるように工夫することが大切である。

また今後句課題解決の！民生徒が個々の課題に直面した時の判断のよりどころとなる価値観A

ることが必要とされる。技術分野では宅新学習指導要領のなかでp 技術と社会や環境とのかかわりにワ

いて理解を深めヲ技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てることが新iこに求められている。その

に配慮し再生産可能な循環型社会を築くためにも。一方を追求すれば他方を犠牲にせざる

（トレードオフ）の場面において，異体的な選択肢の長所と

うことが重要となる。
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